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「
も
と
も
と
、
も
の
づ
く
り
が

好
き
だ

た
ん
で
す
」。
そ
う
話
す

の
は
、
地
元
の
１
０
０
年
企
業
で

あ
る
株
式
会
社
大
館
製
作
所
で
環

境
グ
ル

プ
部
長
を
務
め
る
笹
島

旬
さ
ん
。
子
ど
も
の
頃
は
ミ
ニ
四

駆
や
プ
ラ
モ
デ
ル
を
作
る
こ
と
が

好
き
で
、
も
の
を
つ
く
る
楽
し
さ

に
触
れ
な
が
ら
、
自
然
と
も
の
づ

く
り
へ
の
興
味
を
深
め
て
い

た
。
大
館
工
業
高
校
（
現
在
の
大

館
桂
桜
高
校
）
を
卒
業
後
、
笹
島

さ
ん
は
本
校
の
生
産
機
械
技
術
科

へ
進
学
。
パ
ソ
コ
ン
や
最
新
の
測

定
器
等
に
触
れ
る
授
業
な
ど
を
通

じ
、
も
の
づ
く
り
の
基
礎
だ
け
で

な
く
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
つ
な
が

る
知
識
や
技
術
を
学
ん
だ
。

現
在
の
仕
事
で
特
に
生
か
さ
れ

て
い
る
の
が
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｃ
Ａ
Ｍ
実

習
だ
と
い
う
。
Ｃ
Ａ
Ｄ
（
製
図
ツ

ル
）
を
メ
イ
ン
に
扱
う
仕
事
な

の
で
、
学
生
の
時
に
学
ん
だ
Ｃ
Ａ

Ｄ
ソ
フ
ト
の
操
作
方
法
や
図
面
を

描
く
上
で
必
要
な
知
識
や
ル

ル

な
ど
が
今
の
仕
事
に
つ
な
が

て

い
る
。
学
生
時
代
に
使
用
し
て
い

た
教
科
書
も
今
な
お
手
元
に
置

き
、
必
要
な
時
に
は
開
い
て
確
認

し
て
い
る
。
ま
た
、
就
職
し
て
か

ら
挑
戦
し
た
技
能
検
定
で
は
、
本

校
を
修
了
す
る
と
技
能
士
補
を
取

得
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
学
科
試

験
の
免
除
も
受
け
ら
れ
た
と
い

う
。
設
計
職
と
し
て
入
社
し
、
現

在
も
図
面
の
作
成
な
ど
設
計
業
務

を
担
当
す
る
一
方
、
営
業
や
品
質

保
証
な
ど
幅
広
い
業
務
も
兼
務
。

さ
ら
に
後
輩
指
導
に
も
力
を
入

れ
、
設
備
の
据
え
付
け
工
事
の
調

査
や
点
検
、
更
新
作
業
な
ど
に
一

緒
に
出
向
い
て
い
る
。
実
際
の
設

備
を
前
に
、
製
品
が
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
、
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
に

な

て
い
る
の
か
を
伝
え
る
。

「
分
か
り
や
す
く
教
え
る
こ
と
」

を
心
が
け
る
の
は
、
自
身
が
現
場

で
経
験
を
積
ん
で
き
た
か
ら
こ
そ

だ
。大

館
製
作
所
は
、
Ｊ
Ｒ
の
鉄
道

に
関
わ
る
各
種
信
号
保
安
用
品
の

設
計
・
製
作
・
販
売
や
、
水
環
境

に
関
わ
る
環
境
設
備
機
械
を
手
掛

け
る
。
環
境
設
備
機
械
か
ら
一
般

産
業
機
械
ま
で
、
長
年
培

た
ノ

ウ
ハ
ウ
と
一
貫
し
た
生
産
体
制
で

幅
広
い
ニ

ズ
に
応
え
て
い
る
。

鉄
道
信
号
部
門
で
は
、
東
北
唯
一

の
鉄
道
省
（
国
鉄
、
Ｊ
Ｒ
等
の
前

身
）
の
指
定
工
場
と
し
て
大
正

年
か
ら
歩
み
を
重
ね
て
き
た
。
信

号
保
安
用
品
メ

カ

は
国
内
に

数
社
し
か
な
く
、
長
年
の
技
術
の

蓄
積
に
よ
る
製
品
を
全
国
の
Ｊ
Ｒ

グ
ル

プ
へ
納
入
し
て
い
る
。
環

境
関
連
設
備
部
門
で
は
、
沈
砂
を

搬
送
す
る
傾
斜
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ

や
、
水
処
理
機
械
設
備
の
チ

ン
フ
ラ
イ
ト
式
汚
泥
掻
寄
機
な

ど
を
製
作
。
設
計
か
ら
製
作
、
組

立
、
検
査
ま
で
を
経
て
、
全
国
の

自
治
体
へ
納
入
し
て
い
る
。
鉄
道

の
安
全
と
水
環
境
の
安
心
を
支
え

る
技
術
は
、
大
館
か
ら
全
国
へ
と

広
が

て
い
る
。

北
鹿
地
域
は
積
雪
が
多
く
、
冬

に
は
雪
か
き
か
ら
仕
事
が
始
ま
る

こ
と
も
あ
る
が
、
豊
か
な
自
然
や

食
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し

な
が
ら
働
け
る
こ
と
に
、
笹
島
さ

ん
は
魅
力
を
感
じ
て
い
る
。
ま
た

一
つ
の
考
え
と
し
て
、
一
度
都
心

で
経
験
を
積
み
地
元
に
戻

て
か

ら
活
躍
す
る
の
も
い
い
と
思

て

い
る
の
で
、
都
心
へ
出
た
同
期
や

後
輩
に
も
戻

て
来
て
ほ
し
い
と

思

て
い
る
。

大
館
製
作
所
は
「
次
の
１
０
０

年
へ
」
と
い
う
企
業
理
念
の
下
、

設
備
や
生
産
環
境
を
整
え
る
た
め

に
新
工
場
設
立
に
取
り
組
み
、
ま

た
、
若
手
社
員
が
技
術
を
学
び
、

次
の
世
代
へ
受
け
継
い
で
い
く
た

め
の
環
境
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。
地
域
に
根
を
張
り
な
が

ら
、
全
国
の
鉄
道
や
水
環
境
を
支

え
る
技
術
を
未
来
へ
つ
な
い
で
い

く
こ
と
が
、
同
社
の
新
た
な
挑
戦

と
な

て
い
る
。
「
私
も
含
め
従

業
員
一
丸
と
な

て
、
さ
ら
な
る

１
０
０
年
を
築
け
る
よ
う
に
進
ん

で
い
き
た
い
」
と
力
強
く
語

て

く
れ
た
。

子
ど
も
の
頃
の
「
好
き
」
が
、

学
び
に
つ
な
が
り
、
仕
事
に
な

り
、
地
域
を
支
え
る
技
術
に
な

て
い
る
。
笹
島
さ
ん
の
歩
み
は
、

地
元
で
働
く
こ
と
の
一
つ
の
可
能

性
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

東
北
能
開
大
秋
田
校

生
産
機
械

技
術
科

高
橋

憂

「

」
技
術

地
域

地
元
企
業

次

年

支

９

大
館
製
作
所

環
境

部
長

笹
島

旬

２
０
２
５
年
、
新
工
場
完
成
。
次
の
１
０
０

年
へ

大
館
製
作
所
前
で
撮
影
に
応
じ
る
環
境

グ
ル

プ
部
長
笹
島
旬
さ
ん

（
秋
田
職
能
短
大

生
産
機
械
技
術
科
卒
）

令和８年９月３日掲載（秋田短大）


